







































































































































































































































































































































































































































大満足 6 チラシ・掲示をみて 8 ぜひ参加したい 3
まあ満足 23 先生や同僚に誘われて 23 企画次第では参加したい 24
普通 6 友達に誘われて 4 参加する気はない 0
やや不満 0 その他 0 わからない 6



















































































おこなっている（No. 9、No. 26、No. 79、
No. 84～87）。昭和12年から昭和14年の家計
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の収支が記されたノート（No. 77）の「日雇
人の覚」の項には「田植」「田の草とり」な
どに混じって「桑園耕作」など桑畑に関する
作業が目立つ。明治30年の日記（No. 20）に
も桑畑の耕作や桑苗の植込みなど、養蚕に関
する記事が目立つ。他に杉苗の植替えなどの
記事もあり、武並村でおこなわれていた杉苗
の植林活動の一端をうかがい知ることができ
る。
遠江国豊田郡友永村文書⑷
（史料群 No. 286）
　2015年度に古書店から購入したもので、
点数は８点。古書店の目録に掲載されていた
情報から、同じ古書店から昨年度購入した友
永村文書と一連のものと考え、同じ史料群名
をつけた。しかし、内容は明治10年（1877）
から同11年の東京回漕米・買上米に関する
願書控等５冊（No. 1～No. 5）、旧袋井伝馬所
の精算一件に関する綴１冊（No. 6）、静岡県
第十一大区宛の領収書綴（No. 7）・大区会議
事録他の綴（No. 8）各１冊など、遠州民会
あるいは静岡県第十一大区関係の史料で、友
永村に直接関係する史料は含まれていない。
　昨年度購入した分については、友永村の西
尾伝蔵家の旧蔵文書であることが判明してい
る（紀要第60輯参照）。今回購入したものの
中にも第十一大区詰副区長や大区会議長など
として西尾伝蔵の名が見えるが、これらが西
尾家文書に入った経緯は不明である。
　なお、８冊すべてに綴り直された痕跡がみ
とめられ、順序が入れ違っている箇所もあ
る。また、天地や背が切りそろえられ、タイ
トルを記した表紙や中扉が新たに付け加えら
れているなど、あきらかに後世の人の手が加
わっている。昨年度購入した史料についても
再調査したところ、後世の人の手によって同
時期の雑多な史料が綴られているものがある
ことが判明した。利用にあたってはこうした
ことを考慮に入れて慎重を期す必要がある。
２．八名郡牛川村松坂家文書の目録作成
（史料群 No. 10）
　松坂家はもと肥後国熊本の加藤家に仕える
家であったが、後に浪人となり、伊勢国松坂
を経て三河国仁連木に移住、その後さらに飽
海村に居を移し、味噌・酒の醸造、塩の売買
等によって財をなしたといわれる。松坂家忠
興の祖と称せられる五代重穋は、享和３年
（1803）に吉田藩の御用達となり、文化２年
（1805）に飽海村の家を娘婿に譲り、牛川村
の田中新田（現、愛知県豊橋市）を買収して
同地に移り住んだ（藤井隆「松坂重賜日記に
ついて」）。
　本研究所が収蔵している松坂家文書は、昭
和27年（1952）に当時の松坂家のご当主具
之輔氏からご寄贈いただいたものである（年
代については具之輔氏の妹藤井里子氏のご教
示による）。その後、昭和61年（1986）にも
里子氏から夫の藤井隆氏を通じて古文書のご
寄贈をいただいた。両者を併せた点数は本研
究所が収蔵している史料群の中で最大であ
る。
　松坂家文書は、文学部に史学科が設置され
た昭和31年以降、史学科の学生らによって
整理と目録の作成がおこなわれてきた。しか
し諸般の事情により活動の中断を余儀なくさ
れ、整理途中のまま現在に至っている。
　本研究所収蔵の松坂家文書を利用した研究
には歌川學氏や三世善徳氏の豊川河口部の新
田の研究があり（歌川學「梅村新田の成立」、
三世善徳「三河国吉田領青竹新田」）、『愛知
県史』には数点の史料が掲載されている。質
量ともに豊かな史料群であり、利用が進めば
近世・近代の東三河の歴史研究がいっそう深
化することは間違いない。これまでに近世の
講の請取りや新田経営に関する史料、御用達
としての活動に関する史料など約3,000点を
整理した。なかでも講の請取りは点数が多
く、その種類の豊富さに興味をひかれる。
史料群 No. 史料群名
12 三河国渥美郡日出村斎藤家文書
149 近代渥美郡関係文書
105 渥美郡堀切村文書
147 渥美郡堀切村尋常小学校文書
153 渥美郡保美村年貢免状文書
135 渥美郡畠村文書
139 渥美郡畠村松浦家文書
36‒7 山田村泉福寺文書
141 渥美郡高木村文書
27 渥美郡江比間村文書
18 田原（野田村）役場文書
80 渥美郡田原町柴田家文書
21 田原文書
103 渥美郡田原町渥美電気株式会社文書
117 三河関係諸文書（渥美郡浦村関係）
89 渥美郡童浦村役場文書
125 島本彦次郎氏旧蔵文書
68 渥美郡高塚村小野田家文書
32 三河国渥美郡小嶋村文書
116 渥美郡小嶋村文書（二）
111 渥美郡関係文書
16 三河国渥美郡大岩村山本家文書
28 渥美郡大崎村文書
36‒2 向草間村文書
36‒1 橋良村文書
118 渥美郡福岡村芳賀家文書
44 渥美郡牟呂村白井家文書
107 渥美郡牟呂町杉浦家文書
197 三河国渥美郡青竹新田榊原家文書
41 三河国吉田福岡家文書
126 渥美郡吉田宿質仲間文書
93 渥美郡船町鵜野家文書
146 豊橋連隊区関係文書
1 豊橋電気株式会社文書
94 豊橋市戦時文書
201 渥美線電車時刻表
176 河合家関係文書
‒ 三河国渥美郡馬見塚村渡辺家文書
表１　収蔵史料一覧（旧渥美郡関係分）
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３．目録刊行等に関する予備的作業
　本研究所では、昭和26年の創設以来収集
してきた４万点をこえる史資料を収蔵してい
る。これらの史料の一部は資料叢書として活
字化され、絵図・浮世絵・暦・引札について
は図録を刊行している。また、ホームページ
では、収蔵している古文書のうち代表的な史
料群を挙げている。しかしこれらは収蔵史料
のほんの一部でしかなく、利用者からは、ど
んな史料があるのかわからない、目録を刊行
してほしい、との声が寄せられている。地域
文化・情報のセンターとして研究成果を発表
していくことは本研究所の役割のひとつだ
が、収蔵史料をより多くの方々に利用してい
ただける環境を整備し、開かれた研究所とし
て地域の歴史研究の発展に貢献することもま
た本研究所の目指すところであり、利用者か
らのこうした要望に応えていきたいと考えて
いる。そこで、将来の目録刊行とウェブ上で
の公開を視野に入れた予備的作業をおこなっ
た。対象としたのは旧渥美郡の史料である
（表１参照）。
　その結果、これらの史料については過去に
目録が作成されているものの、近年の記録史
料学の水準に照らして不備な点も多く、出版
やウェブ上での公開にあたっては内容の点検
が必要なことが判明した。また、過去の整理
では、史料に付着したほこりを除去する等の
長期保存・利用者への提供を考慮した作業は
おこなわれておらず、ゴキブリの卵が付着し
たままである等、そのままでは利用者に提供
できる状態ではない史料も複数あることが判
明した。
 （文責　臨時職員　内藤路子・荒木亮子）
